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そ
り
遊
び
楽
し
い
ね

まちの人口（平成 25年 3月 1日現在）【住民基本台帳登録人口（外国人を含む）】

総人口 17,895 人（36 人減）  男 8,697 人（21 人減）  女 9,198 人（15 人減）  世帯数 6,890 世帯（7 世帯減）※ (　) 内は前月比
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　２月９日に会津山村道場周辺を会場に
行われた「南会津雪ウォーク」。ウォーク
後、奥会津博物館に設けられた雪遊びコ
ーナーでは、子どもたちが元気にそり遊
びをしていました。

Pick Up
Event

雪
の
感
触
を
楽
し
み

　
　

歩
い
た
雪
ウ
ォ
ー
ク

　

９
日
に
行
わ
れ
た
『
雪
ウ
ォ
ー

ク
』
で
は
、
参
加
者
が
白
銀
に
輝

く
雪
の
感
触
を
か
ん
じ
き
や
ス
ノ

ー
シ
ュ
ー
で
感
じ
な
が
ら
、
思
い

思
い
の
ペ
ー
ス
で
歩
い
て
い
ま
し

た
。
ゴ
ー
ル
後
は
豚
汁
や
甘
酒
の

振
舞
い
や
、
雪
遊
び
コ
ー
ナ
ー
や

ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
体
験
な
ど
が
行

わ
れ
、
会
場
は
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

ろ
う
そ
く
が
優
し
く
包
ん
だ

真
冬
の
夕
べ

　

夜
に
は
、
会
場
と
な
っ
た
奥
会

津
博
物
館
を
ろ
う
そ
く
の
灯
り
が

幻
想
的
に
照
ら
し
出
す
中
、
し
ん

ご
ろ
う
や
く
じ
ら
汁
な
ど
の
郷
土

料
理
や
地
酒
が
振
舞
わ
れ
た
『
真

冬
の
夕
べ
』
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

古
今
神
楽
や
語
り
部
に
よ
る
昔
話

な
ど
が
宴
席
に
花
を
添
え
、
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

雪
を
溶
か
す
熱
い
戦
い

　

10
日
に
行
わ
れ
た
『
ス
ポ
ー
ツ

雪
合
戦
』
で
は
、
町
内
は
も
と
よ

り
、会
津
若
松
市
や
、本
町
と
「
結

協
定
」
を
結
ぶ
泉
崎
村
か
ら
も
チ

ー
ム
が
参
戦
。
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
と

一
般
の
部
に
分
か
れ
、
雪
を
溶
か

す
よ
う
な
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。 みなみあいづ
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Top News
第
57
回
福
島
県
書
き
ぞ
め
展

地元古今地区の古今神楽が
場を盛り上げました。

子どもたちに人気だった
スノーモービル体験

約120人が参加した「かんじき雪ウォーク」。
参加者はさらさらの雪の感触を楽しみながら歩いていました。

多くの参加者で盛り上がった「スポーツ雪合戦」

相手陣内の旗を取れば勝ちのルール
ダッシュで旗を狙う子どもの姿も

同点の場合は雪玉ＰＫ戦で決着
玉の行方を皆が見守ります。

南会津雪ウォーク・スポーツ雪合戦

　２月９～ 10日、会津
山村道場周辺を会場に、

「南会津雪ウォーク・ス
ポーツ雪合戦」が開催
され、参加者は雪の感
触を楽しみました。

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど

の
普
及
に
よ
り
、
普
段

「
字
」
を
書
く
こ
と
が
少
な
く
な

っ
た
現
代
。
改
め
て「
字
を
書
く
」

こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
行
わ
れ
る
県
書
き
ぞ
め
展

で
、
本
町
の
子
ど
も
た
ち
は
素
晴

ら
し
い
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
第
57
回
福
島
県
書

き
ぞ
め
展
が
行
わ
れ
、
多
く
の
子

ど
も
た
ち
が
見
事
な
書
道
の
腕
前

を
県
内
に
披
露
し
ま
し
た
。

　

毛
筆
の
部
、
硬
筆
の
部
に
分
か

れ
て
、
県
内
の
小
、
中
、
高
校
、

特
別
支
援
学
校
の
計
７
３
２
校
、

９
万
２
４
３
７
人
か
ら
作
品
が
寄

せ
ら
れ
た
今
回
の
書
き
ぞ
め
展
。

　

本
町
の
子
ど
も
た
ち
は
、
最
高

賞
の
「
書
き
ぞ
め
大
賞
」
に
４
人
、

「
書
き
ぞ
め
準
大
賞
」に
４
人
、「
書

き
ぞ
め
賞
」
に
10
人
、「
書
き
ぞ

め
奨
励
賞
」
に
12
人
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
学
校
賞
で
も
「
最
高
学

校
賞
」に
舘
岩
中
、「
優
秀
学
校
賞
」

に
舘
岩
小
と
田
島
中
が
選
ば
れ
、

本
町
の
書
道
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
県

内
に
発
信
で
き
ま
し
た
。

●第57回福島県書きぞめ展受賞者（敬称略）
　毛筆の部
　　書きぞめ大賞
　　　芳賀裕太郎（舘岩小４年）　塩生　紋加（荒海小５年）
　　　塩生　咲希（田島中２年）　橘　愛（舘岩中３年）
　　書きぞめ準大賞
　　　星　朋葉（荒海小３年）　渡部　聖南（田島小６年）
　　　中岡　咲希（舘岩中２年）　星　愛璃（荒海中３年）
　　書きぞめ賞
　　　阿久津伸哉（荒海小２年）　星　あいり（舘岩小３年）
　　　栗城　元（伊南小４年）　桜木菜々美（田島二小５年）
　　　君島りんご（舘岩小５年）　星　伶奈（荒海小６年）
　　　馬場菜美恵（舘岩中１年）　星　涼音（南郷中１年）
　　　堀金みのり（伊南中３年）　中村くるみ（南郷中３年）
　　書きぞめ奨励賞
　　　山田　奈波（田島二小３年）　阿久津　空（針生小４年）
　　　渡部　結衣（田島二小４年）　湯田　浩貴（田島小５年）
　　　高山　美穂（舘岩小６年）　馬場　理奈（伊南小６年）
　　　渡部　真奈（荒海中１年）　菅家　優里（伊南中１年）
　　　星　美沙（桧沢中２年）　渡部盛太郎（田島中３年）
　　　室井　梨央（桧沢中３年）
　硬筆の部
　　書きぞめ奨励賞
　　　斎藤　舞花（舘岩小１年） 優秀な成績を収めた舘岩小・舘岩中の子どもたち

学校賞受賞を報告した舘岩小・舘岩中

平成 25 年３月号　広報みなみあいづ



平成 25 年３月号　広報みなみあいづ

0405

広報みなみあいづ  平成 25 年３月号

戊
ぼ し ん

辰戦争時、会津の各地で激しい戦闘があった―。
　交通の要所である南会津も例外ではなく、
　　会津藩は日光口や沼田口、八十里越や六十里越などに兵力を投入。
　　　山川大蔵や佐川官兵衛らが新政府軍と交戦しました―。
戊辰戦争というと、会津若松市に注目が集まりますが、
　南会津も戦場となり、さまざまなことが起こっています。
　　当時の南会津で何が起こっていたのか。その一部を資料とともに紹介します。

特集

会
津
戊
辰
戦
争
へ

　

当
時
の
南
会
津
は
、
南
山
御
蔵
入
領
と

呼
ば
れ
る
幕
府
領
で
し
た
。
し
か
し
、
文

久
３
（
１
８
６
３
）
年
、
会
津
藩
主
松
平

容
保
が
京
都
守
護
職
に
就
任
し
た
こ
と
に

よ
る
役
料
と
し
て
、
南
山
御
蔵
入
領
は
会

津
藩
に
編
入
さ
れ
、
会
津
藩
領
と
し
て
戊

辰
戦
争
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

慶
応
３
（
１
８
６
７
）
年
、
幕
府
は
大

政
を
朝
廷
へ
返
上
し
ま
す
。（
大
政
奉
還
）

翌
慶
応
４
（
１
８
６
８
）
年
１
月
、
鳥
羽

伏
見
で
戦
い
が
始
ま
り
戊
辰
戦
争
へ
と
突

入
。
会
津
藩
は
、
幕
府
方
の
主
力
と
な
っ

て
戦
い
ま
し
た
が
敗
れ
、
松
平
容
保
は
徳

川
慶
喜
に
従
っ
て
大
坂
か
ら
江
戸
に
戻

会
津
藩
兵
が
田
島
宿
・
糸
沢
宿
に
一
泊
し
、

今
市
方
面
に
出
陣
し
ま
し
た
。
こ
の
頃
か

ら
、
南
山
御
蔵
入
地
方
は
本
格
的
に
会
津

戦
争
に
突
入
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
後
、
各
地
で
戦
闘
が
行
わ
れ
、
８

月
21
日
、
新
政
府
軍
が
中
通
り
の
母
成
峠

を
破
り
、
一
気
に
会
津
城
下
に
攻
め
込
ん

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
国
境
の
会

津
兵
は
若
松
に
引
揚
げ
ま
す
。

　

旧
幕
府
軍
が
日
光
口
を
引
揚
げ
た
あ
と

新
政
府
軍
は
、
山
王
峠
と
八
十
里
越
か
ら

南
山
に
侵
入
し
、
一
時
は
ほ
ぼ
全
域
を
占

領
下
に
置
き
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
旧
幕

府
軍
は
、
会
津
藩
の
猛
将
佐
川
官
兵
衛
の

指
揮
す
る
部
隊
や
河
原
田
隊
・
山
内
隊
に

よ
る
ゲ
リ
ラ
隊
を
編
成
し
、
田
島
を
拠
点

に
南
山
の
各
地
で
反
撃
戦
を
展
開
し
ま
し

た
。

　

９
月
９
日
の
田
島
陣
屋
の
奪
還
戦
に
始

ま
り
、
伊
南
川
流
域
の
戦
闘
は
９
月
25
日

頃
ま
で
続
き
、
村
々
の
多
く
の
農
民
が
参

戦
し
て
地
の
利
を
生
か
し
、
戦
い
を
有
利

に
進
め
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
こ

ろ
会
津
若
松
城
は
す
で
に
落
城
し
て
お

り
、
開
城
の
報
が
戦
闘
部
隊
に
届
い
た
の

は
26
日
頃
の
こ
と
で
し
た
。
南
山
で
は
旧

幕
府
軍
が
勝
ち
戦
を
続
け
て
い
ま
し
た

が
、
兵
を
引
揚
げ
、
こ
こ
南
山
に
お
い
て

会
津
戊
辰
戦
争
が
終
結
し
ま
し
た
。

戊
辰
戦
争
略
年
表

●
文
久
２
（
１
８
６
２
）
年

　

閏
８
月
１
日

　
　

松
平
容か
た
も
り保

、
京
都
守
護
職
拝
命
。

●
文
久
３
（
１
８
６
３
）
年

　

11
月
4
日

　
　

南
山
御
蔵
入
領
、
会
津
藩
領
に
編
入
さ

　
　

れ
る
。

●
慶
応
３
（
１
８
６
７
）
年

　

10
月
14
日

　
　

大
政
奉
還
。

●
慶
応
４
（
１
８
６
８
）
年

　

１
月
３
日

　
　

鳥
羽
伏
見
の
戦
い
、
戊
辰
戦
争
突
入
。

　

３
月
17
日
～
21
日

　
　

山
川
大
蔵
率
い
る
千
人
の
会
津
藩
兵
が

　
　

日
光
口
守
備
の
た
め
田
島
を
通
過
。

　

閏
４
月
４
日

　
　

大
鳥
圭
介
・
山
川
大
蔵
、
山
王
茶
屋
で

　
　

軍
事
会
議
を
行
い
、
共
に
田
島
陣
屋
に

　
　

入
り
、
隊
の
再
編
成
を
行
う
。

　

７
月
29
日

　
　

長
岡
城
落
城

　

８
月
21
日

　
　

母
成
峠
が
破
ら
れ
、
新
政
府
軍
が
会
津

　
　

城
下
に
攻
入
る
。

　

８
月
22
日

　
　

会
津
若
松
城
籠
城
戦
が
始
ま
る
。

　

８
月
28
日

　
　

新
政
府
軍
、山
王
茶
屋
に
火
を
か
け
る
。

　
　

糸
沢
・
龍
福
寺
に
泊
ま
る
。

　

８
月
29
日

　
　

朝
、
田
島
陣
屋
の
会
津
軍
撤
退
。
新
政

　
　

府
軍
が
田
島
を
占
領
。

　

９
月
９
日

　
　

農
兵
隊
に
よ
る
、
田
島
陣
屋
奪
還
戦
。

　
　

佐
川
官
兵
衛
の
隊
、田
島
陣
屋
に
駐
留
。

　

９
月
18
日

　
　

旧
幕
府
軍
、
舘
岩
で
農
兵
隊
募
集
。
約

　
　

３
０
０
人
集
ま
る
。

　

９
月
20
日

　
　

落
合
（
伊
南
）・
牛
首
へ
つ
り
、
阿
戸

　
　

瀬
川
原
の
戦
闘
。（
図
①
）

　

９
月
21
日

　
　

朴
ほ
お
の
き
む
か
い

木
向
（
伊
南
）、
古
町
道
城
（
伊
南
）

　
　

で
銃
撃
戦
。（
図
②
）

　

９
月
22
日

　
　

会
津
若
松
城
落
城

　

９
月
23
日

　
　

入
小
屋
（
南
郷
・
東
）、
木
伏
、
大
橋

　
　

の
戦
い
。（
図
③
）

　

９
月
24
日

　
　

滝
原
（
只
見
町
）
の
戦
い
、
大
芦
（
昭

　
　

和
村
）
の
戦
い
。（
図
④
）

　

９
月
25
日

　
　

叶
津
（
只
見
町
）
で
銃
撃
戦
。（
図
⑤
）

　
　

会
津
藩
降
伏
の
知
ら
せ
が
届
く
。

　

９
月
26
日

　
　

和
睦
、
会
津
戊
辰
戦
争
終
結
。

　山王峠は、関東と会津を結ぶ交通の要所でし
た。その峠越えの休憩所として置かれたのが山
王茶屋です。豊臣秀吉や吉田松陰など多くの偉
人が山王峠を通っています。
　戊辰戦争時も、多くの会津兵が日光口守備の
ために通過しています。慶応４(1868)年、閏４月
４日には、会津藩の山川大蔵と幕臣の大鳥圭介
が兵を合流して戦うために、山王茶屋で軍事会
議を行っています。
　その後、日光口から旧幕府軍が去り、８月28
日に新政府軍が入ってくると、山王茶屋は火を
かけられました。山王茶屋は田島地域で、ただ
一軒だけ焼き討ちにあった建物でした。翌年の
明治２(1869)年に焼かれる前と、全く同じ間取り
で再建され、現在は奥会津博物館に移築保存さ
れています。

≪山王峠の茶屋≫

田島

糸沢

塩ノ原

内川

界

只見

木伏

大芦

入小屋

針生

下山
小林

布沢

野尻

大内

叶津

川口

日光口
沼田口

越後口

大橋

熨斗戸

南会津の戦況図：慶応4(1868)年9月19 ～ 25日

旧幕府軍
新政府軍

１
２

３

４
４

５

　落合（伊南）・牛首へつり、阿戸瀬川原の戦闘
　朴

ほおのきむかい
木向（伊南）、古町道城（伊南）で銃撃戦

　入小屋（南郷・東）、木伏、大橋の戦い

１

２

３

　滝原（只見町）の戦い
　大芦（昭和村）の戦い
　叶津（只見町）で銃撃戦

４

５

り
、
２
月
に
会
津
に
帰
り
ま
す
。
会
津
藩

主
容
保
の
処
分
は
、「
開
城
」「
城
・
領
地

没
収
」
と
さ
れ
ま
し
た
。
容
保
は
朝
廷
に

20
数
回
に
わ
た
っ
て
嘆
願
書
を
出
し
謝
罪

し
ま
し
た
が
許
さ
れ
ず
、
つ
い
に
会
津
討

伐
の
命
が
下
さ
れ
、
会
津
戦
争
へ
と
突
入

し
ま
し
た
。

南
会
津
の
戦
い

　

南
山
は
、
関
東
か
ら
の
日
光
口
・
沼
田

口
と
越
後
口
（
八
十
里
越
・
六
十
里
越
）

が
あ
り
、
い
ず
れ
も
国
境
線
の
重
要
な
場

所
で
し
た
。
会
津
藩
は
慶
応
４

（
１
８
６
８
）
年
３
月
15
日
、
山
川
大
蔵

を
日
光
口
に
派
遣
し
、
約
１
０
０
０
人
の

9/9 田島陣屋奪還戦

２

古町

南会津の戊辰戦争
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特集　南会津の戊辰戦争

会
津
・
仙
台
隊

富
山
・
加
賀
隊

→←

運
ば
れ
る
負
傷
兵

↑敵部隊への突入

富山

富山
富山

富山

加賀

会津
会津

会津

仙台

会津
会津

仙台

会津
台場

敗
走
す
る
敵
部
隊
→

慶
応
四
年
九
月
二
十
三
日

　
　

入い
り
ご
や
小
屋
の
戦
い

　

九
月
十
四
日
か
ら
入い
り
ご
や

小
屋
村
に
進
出
し

て
い
た
加
賀
藩
津
田
玄げ
ん
ば蕃
隊
に
対
し
、
こ

の
日
の
明
け
方
、
会
津
藩
・
仙
台
藩
の
合

同
部
隊
が
包
囲
し
て
攻
撃
し
ま
し
た
。
負

傷
者
を
出
し
、
台
場
を
奪
わ
れ
る
な
ど
苦

戦
し
た
津
田
隊
は
、
山
口
村
に
駐
屯
し
て

い
た
富
山
藩
大
房
隊
に
緊
急
連
絡
を
し
ま

し
た
。
応
援
に
駆
け
つ
け
た
大
房
隊
は
、

津
田
隊
と
共
に
反
撃
し
た
と
こ
ろ
、
敵
部

隊
を
敗
走
さ
せ
、
台
場
を
奪
回
し
た
の
で

す
。

　

大
房
隊
が
、
津
田
隊
を
救
援
す
る
と
と

も
に
、
敵
部
隊
を
撃
退
し
た
戦
い
で
す
。

大房

津田

富
山
で
発
見
さ
れ
た
三
隻
の
屏
風
が
あ
り
ま
す
。

戊
辰
戦
争
の
様
子
が
描
か
れ
た
屏
風
―
。

こ
れ
ま
で
は
、
長
岡
城
下
で
の
戦
い
だ
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

「
南
会
津
の
戦
い
」
を
描
い
た
屏
風
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

三
隻
の
う
ち
の
一
隻
「
入
小
屋
の
戦
い
」（
南
郷
・
東
）
を
描
い
た
屏
風
を
紹
介
し
ま
す
。

「奥越出兵図屏風」（個人蔵）
　　　　　富山市郷土博物館解説

南山御蔵入領の戊辰戦争
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（
お
う
え
つ
し
ゅ
っ
ぺ
い
ず
び
ょ
う
ぶ
）

三
隻
の
屏
風

　

こ
の
屏
風
は
、
富
山
藩
が
新
政
府
軍
と

し
て
戊
辰
戦
争
に
出
兵
し
た
際
、
同
行
さ

せ
た
絵
師
が
描
い
た
も
の
で
す
。
富
山
藩

の
大
房
善
太
左
衛
門
の
隊
が
、
旧
幕
府
軍

と
入
小
屋
（
南
郷
・
東
）
で
戦
っ
た
様
子

を
描
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
屏
風
を
含
め
た
三
隻
は
、
こ
れ
ま

で
、
長
岡
城
下
で
の
戦
い
を
描
い
た
も
の

と
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
一
昨
年
に
富
山

市
郷
土
博
物
館
が
行
っ
た
調
査
で
、「
南

会
津
の
戦
い
」
を
描
い
た
屏
風
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
屏
風
お
よ

び
次
ペ
ー
ジ
の
解
説
は
、
富
山
市
郷
土
博

物
館
の
学
芸
員
の
方
が
書
い
た
も
の
で

す
。
富
山
藩
側
の
視
点
で
描
か
れ
て
い
る

屏
風
の
た
め
、
新
政
府
軍
が
有
利
に
戦
い

を
進
め
て
い
る
様
子
が
読
み
取
れ
ま
す
。

　

南
会
津
町
に
、「
慶
応
太
平
記
」
と
い

う
南
会
津
の
戦
い
の
様
子
を
記
し
た
資
料

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
資
料
に
は
、

旧
幕
府
軍
側
が
戦
闘
を
有
利
に
進
め
、
新

政
府
軍
を
徐
々
に
新
潟
方
面
へ
と
敗
走
さ

せ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

入
小
屋
の
戦
い
で
は
、
針
生
に
い
た
河

原
田
治じ

ぶ部
隊
が
、
９
月
23
日
の
明
け
方
、

入
小
屋
の
新
政
府
軍
を
急
襲
し
、
大
砲
を

二
門
奪
い
ま
す
。
い
き
な
り
の
攻
撃
で
周

囲
を
包
囲
さ
れ
た
新
政
府
軍
は
入
小
屋
集

落
に
火
を
放
ち
、
煙
に
紛
れ
中
小
屋
ま
で

敗
走
。
河
原
田
隊
が
大
砲
で
攻
撃
し
な
が

ら
追
い
か
け
る
と
、
新
政
府
軍
は
中
小
屋

に
も
留
ま
る
こ
と
が
出
来
ず
、
山
口
ま
で

退
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
旧
幕
府

軍
が
有
利
に
戦
い
を
進
め
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
違
う
視
点
か
ら
の
資
料
で
あ

る
た
め
、
同
じ
戦
い
で
も
内
容
が
違
っ
て

い
ま
す
。
ど
ち
ら
が
本
当
な
の
か
、
今
後

さ
ら
に
、調
査
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

４
月
27
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
奥

会
津
博
物
館
の
企
画
展
で
は
、
さ

ら
に
詳
し
く
南
会
津
の
戊
辰
戦
争

を
紹
介
し
ま
す
。

　

地
元
に
残
る
多
く
の
資
料
の
展

示
や
、
今
回
紹
介
し
た
『
奥
越
出

兵
図
屏
風
』
の
残
り
の
二
隻
を
含

め
た
全
三
隻
の
屏
風
の
パ
ネ
ル
も

展
示
し
ま
す
。

　

会
津
戊
辰
戦
争
の
最
後
の
舞
台

と
な
っ
た
南
会
津
。
企
画
展
に
お

越
し
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
そ
の
歴
史

を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

―会津戦争終結の地―

平成25年度企画展

●期間　4月27日（土）～ 6月30日（日）

●場所　奥会津博物館 企画展示室

●記念講演会　5月19日（日）予定

●問い合わせ　奥会津博物館
　　　　　　　Tel  0241-66-3077

相
反
す
る
歴
史

奥
越
出
兵
図
屏
風
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建議書を提出した農業委員の皆さん

　町農業委員会（渡部衛会長）は、１月９日に「平成
25年度南会津町農業行政に関する建議書」を大宅町
長に提出し、要望を行いました。
　この建議は、農業委員会等に関する法律の規定に基
づくもので、今回の内容は、「地域農業の担い手確保
対策」、「産地園芸作物の確保対策」及び「有害鳥獣対
策の強化」の３項目について取りまとめたものです。

農業行政に関する建議書を提出

　2月5日、福島県林業総合センターにおいて
福島県林業研究グループ等活動発表会が開催さ
れ、伊南地区山菜きのこ栽培研究会が最優秀賞
である福島県知事賞を受賞しました。
　「特用林産施設の活用ときのこ栽培による地
域振興」と題し、今までの活動結果と今後の課
題などの発表を行った同研究会は、今秋に北海
道・東北ブロック林業研究グループ活動発表会
へ県の代表として出場します。
　今回の受賞を契機に、栽培きのこ生産による
地域振興のさらなる発展が期待されます。

福島県林業研究グループ等活動発表会

伊南地区山菜きのこ栽培研究会が
知事賞受賞

南会津町農業委員会

献血協力50回に感謝を

　田島高校の２年生による除雪ボランティアが、１月
24日、2月7日、14日の全３回に分けて行われました。
　この活動は、地域との絆を深め、地域に対する感謝
の気持ちを実践に移すことの大切さを学んでもらうこ
とを目的に行われており、今年で４回目となります。
　生徒たちは、高校のある田部原地区内の高齢者宅や、
会津鉄道田島高校前駅の駅舎などの除雪に汗を流しま
した。

除雪で地域貢献
田島高校の除雪ボランティア

駅舎の除雪に汗を流す生徒たち

　2月13日、町内の献血協力者に対する表彰式が町長
室で行われ、50回にわたり献血に協力された森谷孝
治さん（横町）、北谷祐紀さん（後原）の2人に、副
町長から感謝状と記念品が手渡されました。
　町では、献血運動を推進するため、積極的に協力さ
れた方を表彰しており、今回感謝状を贈呈された森谷
さんは、「自分の健康のため、社会貢献のためと積み
重ねた結果の表彰。これからも続けていきたい」と話
してくれました。

鉄道を活用した地域づくりを
鉄道活性化講演会

　2月12日、県南会津地方振興局主催の鉄道活
性化講演会が「はだかや」大ホールで開催され、
関係者ら約120人が鉄道を活用した地域づくり
を行う先進事例に耳を傾けました。
　関係者は『ひたちなか海浜鉄道株式会社』の
吉田千秋取締役社長、『いすみ鉄道』の鳥塚亮
代表取締役社長らを講師に迎え、それぞれの鉄
道会社の地域活性化への取り組みについて学び
ました。

多くの参加者が耳を傾けた講演会

今回表彰された森谷さん（中央）、北谷さん（右）

　このたび町民スキーたじま大会が開催され、多くの
町民が参加しました。
　2月17日には、冬晴れの下、だいくらスキー場でア
ルペン競技が行われ、幼児から実年まで91人が参加。
日ごろの練習の成果を十分に発揮していました。
　2月24日には、びわのかげ運動公園でクロスカント
リー競技が行われました。当日はあいにくの猛吹雪で
したが小学1年生から実年まで157人が参加しました。
　両競技ともに好記録が続出し、大会は盛り上がりま
した。

町民スキーたじま大会開催

「よく頑張ったね」アルペン競技の表彰式

受賞報告に訪れた伊南地区山菜きのこ栽培研究会のメンバー

十分に議論を重ね新庁舎を建設

　「南会津町役場新庁舎建設計画（案）」について、町
長と町民の皆さんが意見交換を行う町政懇談会（タウ
ンミーティング）が、2月20日、26日、27日に田島
地域で開催され、多くの意見や提案が寄せられました。
　町は、１月から行ったタウンミーティングで寄せら
れた意見等をとりまとめ、引き続き「新庁舎建設」や「第
三セクターの問題」などについて、町民の皆さんと意
見を交える場を設けていく予定です。 町民の皆さんと意見を交えた荒海地区町政懇談会のようす

　3月1日、御蔵入交流館にて駒止湿原調査報告会が
行われ、約70人が聴講しました。
　今回の報告会では、平成21年3月に策定された「駒
止湿原保存管理計画」に基づく木道の新ルート周辺を、
福島大学の准教授らが平成23年から2年間にわたり調
査した結果が報告されました。
　駒止湿原内に生息する昆虫や鳥類、湿原内の植生な
どについての報告が行われ、参加者は貴重な動植物を
有する駒止湿原について理解を深めていました。

貴重な動植物の宝庫、駒止湿原
駒止湿原調査報告会

駒止湿原内の動植物の生態について理解を深めた報告会

町政懇談会（タウンミーティング）
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平成 25 年度
健康太極拳講習会（健康目的コース）

受講生の募集について

　町では毎年、日本健康太極拳協会から講師
を招いて講習会を開催しておりましたが、平
成 25 年度からは、指導員資格を取得した町
民が講師となり、教室を開催する予定です。
　参加者それぞれの「心」と「身体」の健康
を目的とし、『健康太極拳に興味がある』『少
し触れてみたい』など、これから健康太極拳
を始める方にぴったりのコースです。
　下記のとおり受講者を募集しますので、ぜ
ひご参加ください。

　毎月いずれかの日曜日
　（平成 25 年 4 月～平成 26 年 3 月）
　　午後１時～午後３時
　40 人
　無料
■募集期間
　3 月 18 日（月）～ 3 月 29 日（金）
■その他
　開催日時や教室の詳細については、下記ま
　でお問い合わせください。
　健康太極拳講習会事務局
　［財団法人 田島振興公社］
　0241-62-2442

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
演
会

　

３
月
は
福
島
県
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す
。

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、「
こ
こ
ろ

の
健
康
づ
く
り
講
演
会
」
を
開
催
い
た
し
ま

す
。

　

ね
む
れ
な
い
・
ね
む
っ
た
気
が
し
な
い
等

の
睡
眠
障
害
は
、
う
つ
病
な
ど
の
こ
こ
ろ
の

健
康
の
サ
イ
ン
で
す
。「
睡
眠
の
重
要
性
」
や

「
睡
眠
と
こ
こ
ろ
の
健
康
」
に
つ
い
て
、
精
神

科
医
師
が
講
演
を
行
い
ま
す
。

　

３
月
18
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

　

御
蔵
入
交
流
館
多
目
的
ホ
ー
ル

　

事
前
に
南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
に
電
話

　

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

無
料

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
５

心
の
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、
精
神
科

医
師
に
よ
る
「
心
の
健
康
相
談
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
悩
み
や
不
安
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

３
月
26
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

予
約
制
で
す
の
で
、
事
前
に
南
会
津
保
健

　

福
祉
事
務
所
ま
で
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

　

だ
さ
い
。

　

無
料

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
５

平
成
25
年
度

「
内
閣
府
青
年
国
際
交
流
事
業
」

　
　
　
　
　

参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ

　

内
閣
府
で
は
、
日
本
と
世
界
各
国
の
青
年

と
の
交
流
を
通
し
て
、
相
互
理
解
と
友
好
を

深
め
、
広
い
国
際
的
視
野
と
国
際
協
調
の
精

神
を
身
に
付
け
た
次
代
を
担
う
に
ふ
さ
わ
し

い
青
年
を
育
成
す
る
た
め
、
青
年
国
際
交
流

　

な
い
環
境
に
あ
る
場
合
は
、３
月
21
日（
木
）

　

か
ら
４
月
８
日
（
月
）
ま
で
（
土
日
を
除

　

く
９
時
～
17
時
）
に
、
人
事
院
東
北
事
務

　

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
第
１
次
試
験

　

６
月
16
日
（
日
）

■
そ
の
他

　

受
験
資
格
や
申
込
方
法
等
の
詳
し
い
内
容

　

に
つ
い
て
は
、
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

　

た
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

人
事
院
東
北
事
務
局 

第
二
課 
試
験
係

　

０
２
２
（
２
２
１
）
２
０
２
２

　

 http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm

「
引
越
相
談
所
」
開
設
の
お
知
ら
せ

　

福
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
、
引
越
シ
ー

ズ
ン
の
ピ
ー
ク
と
な
る
３
月
・
4
月
の
２
か

月
間
、
県
内
７
か
所
で
「
引
越
相
談
所
」
を

開
設
し
、
電
話
な
ど
で
引
越
等
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

　

緑
ナ
ン
バ
ー
の
ト
ラ
ッ
ク
を
利
用
し
て
の

引
越
や
、
引
越
に
伴
う
各
種
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
最

寄
り
の「
引
越
相
談
所
」に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
引
越
相
談
所
連
絡
先

■
相
談
受
付
時
間

　

電
話
で
の
相
談
は
、
祝
日
を
除
く
月
曜
日

　

か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午
前
９
時
か
ら
午
後

　

４
時
ま
で
。（
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
は
終
日
受
け

　

付
け
て
い
ま
す
。）

■
そ
の
他

①
３
月
・
４
月
は
引
越
シ
ー
ズ
ン
の
ピ
ー
ク

　

で
す
。
緑
ナ
ン
バ
ー
の
ト
ラ
ッ
ク
の
予
約

　

は
早
め
に
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
25
年
度
国
家
公
務
員
採
用
試
験

　
　

 

（
大
学
卒
業
程
度
）
の
お
知
ら
せ

　

人
事
院
で
は
、
国
家
公
務
員
採
用
総
合
職

試
験
お
よ
び
一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
）
を

実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
申
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
総
合
職
試
験
（
院
卒
・
大
卒
程
度
試
験
）】

■
受
験
申
込
受
付
期
間

　

４
月
１
日
（
月
）
９
時
～
４
月
８
日
（
月
）

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込
み
が
で
き

　

な
い
環
境
に
あ
る
場
合
は
、３
月
29
日（
金
）

　

ま
で（
土
日
祝
日
を
除
く
９
時
～
17
時
）に
、

　

人
事
院
東
北
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

■
第
１
次
試
験

　

４
月
28
日
（
日
）

【
一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
）】

■
受
験
申
込
受
付
期
間

　

４
月
９
日
（
火
）
９
時
～
４
月
18
日
（
木
）

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込
み
が
で
き

℡

②
引
越
は
、下
見
（
無
料
）
や
見
積
も
り
（
無

　

料
）
を
的
確
に
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
に
も
、
必
ず
事
前

　

に
見
積
も
り
等
を
し
て
も
ら
い
、
運
賃
や

　

サ
ー
ビ
ス
内
容
等
を
打
ち
合
わ
せ
し
ま
し

　

ょ
う
。

　

国
土
交
通
省
東
北
運
輸
局 

福
島
運
輸
支
局

　

輸
送
・
監
査
部
門

　

０
２
４
（
５
４
６
）
０
３
４
３

東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等

　
　
　
　

職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

　

東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等
職
員
採
用
試

験
事
務
室
で
は
、
平
成
25
年
度
の
「
東
北
地

区
国
立
大
学
法
人
等
職
員
採
用
試
験
」
を
実

施
し
ま
す
。

■
受
験
資
格

　

昭
和
58
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

■
受
験
申
込
受
付
期
間

　

４
月
１
日
（
月
）
～
４
月
15
日
（
月
）

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込
み

　

 http://www.bureau.tohoku.ac.jp/shiken/

■
第
１
次
試
験
日

　

５
月
19
日
（
日
）

　

東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等
採
用
試
験
事

　

務
室

　

０
２
２
（
２
１
７
）
５
６
７
６

日

申

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
事
業

①
国
際
青
年
交
流

②
日
本
・
韓
国
青
年
親
善
交
流

③
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船

④
青
年
社
会
活
動
コ
ア
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ

　

グ
ラ
ム

■
事
業
内
容

　

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、　

　

内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

 http://w
w

w.cao.go.jp/koryu/

■
募
集
期
間

　

３
月
28
日
（
木
）
ま
で

　

福
島
県
生
活
環
境
部 

青
少
年
・
男
女
共
生
課

　

０
２
４
（
５
２
１
）
７
１
８
７

℡

問

ア

日

料

℡ 問 日

問℡

引越相談所 連絡先

福島市 県トラック協会本部 Tel 024-558-7755
Fax 024-558-7731

福島市 県トラック協会県北支部 Tel 024-573-8755
Fax 024-573-8756

郡山市 県トラック協会県中支部 Tel 024-963-0780
Fax 024-963-0781

白河市 県トラック協会県南支部 Tel 0248-27-3644
Fax 0248-22-3687

会津若松市 県トラック協会会津支部 Tel 0242-24-4855
Fax 0242-25-2199

相馬市 県トラック協会相双支部 Tel 0244-37-3070
Fax 0244-37-3071

いわき市 県トラック協会いわき支部 Tel 0246-58-8223
Fax 0246-58-8255

問℡ア問℡

場料 申

定

腕１本でできるボランティア
３月に行われる献血は、下記のとおりです。
皆さんのご協力をお願いいたします。

３月 21 日（木）
 ・南会津町役場　　　　 　10：30 ～ 11：30
 ・ヨークベニマル田島店 　13：20 ～ 14：30
 ・南会津合同庁舎　　　　 15：00 ～ 16：30
３月 22 日（金）
 ・舘岩会館　　　  　　　　 8：30 ～ 10：00
 ・湯花里苑　　　　　　　 10：30 ～ 12：00
 ・会津アストリアロッジ前 14：00 ～ 15：30

場申

℡ 問 料

ア℡ 問
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４月の健診（検診）のご案内

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

４月１８日 木
１ 歳 児 健 康 相 談
（ 田 島 地 域 ）

13：30 ～ 13：45
保健センター

（御蔵入交流館内）
平成24年３～４月生まれ

◆乳幼児健康診査 ※地域指定のないものは全地域対象です。

◆乳幼児健康相談

日 程 健 診 名 受 付 時 間 会 場 対 象 者

４月１７日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45
保健センター

（御蔵入交流館内）
平成2 4年 1 2月生まれ

『
肥
満
と
お
な
か
の
病
気
に
つ
い
て
』

シリーズ⑮

県立南会津病院
（内科）

高野   光 先生

診察室から

　

肥
満
と
は
脂
肪
組
織
が
蓄

積
し
た
状
態
で
、
身
長
と
体

重
か
ら
算
出
さ
れ
る
Ｂ
Ｍ
Ｉ

値
（
※
）
が
25
以
上
と
い
う

判
定
基
準
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

肥
満
は
、
高
血
圧
症
、
糖

尿
病
、
脂
質
異
常
症
等
の
生

活
習
慣
病
と
関
係
し
て
い
る

こ
と
が
広
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
肥
満
は
生
活
習

慣
病
の
み
な
ら
ず
、
お
な

か
（
消
化
器
）
の
病
気
に
も

深
く
関
わ
り
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
は

そ
の
中
の
い
く
つ
か
の
病
気

に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
、
胃
食
道
逆
流
症
で

す
。
主
な
症
状
は
、
胸
や
け

と
呑
酸
（
酸
っ
ぱ
い
液
が
口

ま
で
上
が
っ
て
く
る
症
状
）

で
す
。
胃
酸
や
胃
の
内
容
物

が
食
道
へ
逆
流
す
る
こ
と
で

起
き
る
病
気
で
、び
ら
ん
（
粘

膜
が
た
だ
れ
る
こ
と
）
や
潰

瘍
（
粘
膜
や
組
織
の
一
部
が

な
く
な
る
こ
と
）
等
を
起
こ

す
場
合
も
あ
り
ま
す
。
も
と

も
と
は
日
本
人
に
少
な
い
病

気
で
し
た
が
、
食
生
活
の
欧

米
化
、
高
齢
化
、
ピ
ロ
リ
菌

に
感
染
し
て
い
な
い
人
の
増

加
等
に
伴
い
、
胃
食
道
逆
流

症
が
増
加
し
て
い
る
の
で

す
。

　

次
に
脂
肪
肝
で
す
。
肝
臓

に
脂
肪
が
た
ま
っ
た
状
態
が

脂
肪
肝
で
、
原
因
は
お
酒
の

飲
み
過
ぎ
に
よ
っ
て
起
こ
る

ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
肝
と
、

肥
満
や
生
活
習
慣
病
に
よ
っ

て
起
こ
る
非
ア
ル
コ
ー
ル
性

脂
肪
肝
の
2
つ
が
あ
り
ま

す
。
脂
肪
肝
に
は
ほ
と
ん
ど

症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ

の
ま
ま
生
活
習
慣
を
改
善
し

な
い
と
深
刻
な
状
態
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。
10
～
20
％
は

肝
臓
に
炎
症
を
起
こ
し
肝
細

胞
が
壊
れ
始
め
、
5
～
10
年

後
に
5
～
10
％
が
肝
硬
変
に

進
行
し
黄
疸
や
腹
水
、
癌
に

進
行
す
る
怖
い
病
気
な
の
で

す
。

　

最
後
に
大
腸
癌
で
す
。
Ｂ

Ｍ
Ｉ
値
が
上
昇
す
る
ご
と
に

大
腸
癌
発
症
リ
ス
ク
が
上
昇

す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
肥
満
に
よ
り
脂
肪

が
蓄
積
し
た
脂
肪
細
胞
が
、

慢
性
の
炎
症
状
態
に
な
り
、

大
腸
癌
が
出
来
や
す
く
な
っ

た
り
、
肥
満
に
な
る
と
糖
の

代
謝
を
調
節
す
る
イ
ン
ス
リ

ン
が
大
量
に
分
泌
さ
れ
た
り

す
る
こ
と
が
関
係
し
て
い
る

と
疑
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
病
気
を
予
防
す

る
た
め
に
は
、
運
動
療
法
で

余
分
な
栄
養
を
消
費
し
、
食

■保健事業に関するお問い合わせは・・・

　　南会津町保健センター　℡ 0241-62-6180

　　舘岩総合支所町民課　　℡ 0241-78-3325

　　伊南総合支所町民課　　℡ 0241-76-7713

　　南郷総合支所町民課　　℡ 0241-72-2225

3・4月の日曜当番医

※ＢＭＩ値の計算方法
　体重[kg]÷身長[ｍ]÷身長[ｍ]

事
療
法
で
余
分
な

栄
養
を
取
り
込
ま

な
い
よ
う
に
し
て
、

肥
満
に
な
ら
な
い

よ
う
に
心
掛
け
る

こ
と
が
大
切
な
の

で
す
。

３月１７日 高橋医院　　　　　℡ 0241-62-0040

　　２４日 芳賀医院（下郷町）℡ 0241-72-2225

　　３１日 長谷川医院　　　　℡ 0241-62-0032

４月　７日 馬場医院　　　　　℡ 0241-62-0141

　　１４日 なかやクリニック　℡ 0241-73-2036

　　２１日 小野木クリニック　℡ 0241-76-7780

　　２８日 愛輝診療所　　　　℡ 0241-78-8688

※ 午前中のみの診察ですのでご注意ください。

日本脳炎の予防接種のお知らせ

　平成７～ 18年度に生まれた方は、日本脳炎の
予防接種が不足している可能性があります。
　特に、今年（平成24年度）小学２～４年生の
方は、母子健康手帳を確認のうえ、不足分の接
種を受けてください。
　日本脳炎の予防接種後に重い病気になった事
例をきっかけに、平成17 ～ 21年度は、日本脳炎
の予防接種のご案内を行っていませんでした。
しかしその後、新たなワクチンが開発され、現
在は、日本脳炎の予防接種を通常通り受けられ
るようになっています。
　母子健康手帳などをご確認いただいた上で、
不足分の接種を受けていただくようお願いしま
す。

　なお、日本脳炎の予防接種が不足している方
で、標準的なスケジュールから外れている場合
は、下記の表を参考にして接種を受けるようお
願いします。

日本脳炎予防接種の標準的な接種スケジュール

◆１期接種（計３回）
　　３歳のときに２回
　　（6 ～ 28日の間隔をおく。）
　　その後おおむね１年の間隔をおいて
　　（４歳のときに）１回
◆２期接種（１回）
　　９歳のときに１回

１　すでに１期接種を１～２回受けた方は、前回の接種から接種間隔が開いていても差し支えな
　　いので、（６日以上の間隔をおいて）残りの回数を接種してください。
２　平成７年６月１日～平成19年４月１日生まれの方は、６か月～ 20歳未満の間、いつでも日
　　本脳炎の定期予防接種を受けることができます。
３　日本脳炎予防接種の予診票がお手元になく、再発行を希望される場合は、町保健センターま
　　たは各総合支所町民課にご連絡ください。

▼１期接種を受けてい
ない方がいます。予診
票をご利用になり、接
種スケジュールに併せ
て受けてください。

「年長」相当～小１

(平成17 ～ 18年度生)
小２～小４

(平成14 ～ 16年度生)

▼１期接種を受けてい
ない方や、接種回数が
不足している方がいま
す。予診票をご利用に
なり、接種スケジュー
ルに併せて受けてくだ
さい。１期接種を受け
た9歳以上の方は、希望
により２期接種を受け
ることができます。

小５

(平成13年度生)

▼１期接種の回数不足
または２期接種を受け
て い な い 方 が い ま す。
１期接種の回数不足の
方は、希望により予診
票を利用して接種を受
けることができます。
１期接種を受けた9歳以
上の方は、希望により
２期接種を受けること
ができます。

小６～高１、高２の一部

(平成7年6月～平成12年度生)

▼２期接種を受けてい
ない方がいます。
１期接種を受けた9歳以
上の方は、希望により
２期接種を受けること
ができます。
※平成25年度より、平
成7年4月2日～ 5月31日
生まれの方も対象にな
ります。

！

防接種を忘れずに受けましょう予

●　次の方は、母子健康手帳などで接種状況をご確認ください

広報みなみあいづ　平成 25 年３月号
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耕作放棄地を再生しよう！
耕作放棄地再生利用緊急対策事業

　南会津町には約 110ha の農地が耕作されずに放置されています。
（平成 24 年 12 月末）
　耕作放棄地を放置しておくと、「病害虫や鳥獣被害発生の温床に
なりやすい」「産業廃棄物等の不法投棄場所になる危険がある」な
どにより、南会津町の活力低下の要因になります。
　南会津町農業再生協議会では、耕作放棄地を再生利用する取り組
みに対して助成金の交付を行っています。
　耕作放棄地の活用を考えてみませんか？

H21 H22 H23 H24

約4.8ha

約6.8ha

約6.1ha

約13.7ha

事業を活用した
　　解消実績：約31.4ha

３　支援の内容
Ⅰ　再生作業
　　（障害物除去・深耕・整地等、土づくり）
　　農地再生後に、農業者戸別所得補償制度

※
の

　戦略作物等を作付けする場合、土地所有者が
　自ら行う再生作業も助成対象になります。
　①定額支援：５万円 /10 ａを助成
　◆刈払い・耕起・整地等＋土づくりで一定の
　　費用、労力を要する場合
　　（チェックリストによる簡易な積算で申請が
　　  できます。）
　②重機を使用する等の場合：費用の１/ ２を助成
　◆荒廃の程度が進み、重機を使用するなどで
　　再生作業経費が 10 万円 /10 ａ以上かかる
　　場合は、その費用の１/ ２を助成します。
　（例）再生作業経費が 30 万円 /10 ａの場合は、
　　　15 万円 /10 ａを助成
　※自らが作業を行う（直営施工の）場合、自
　　分が作業した時間等を費用に換算して事業
　　費に含むことができるので、実際の出費を
　　少なく抑えることができます。
Ⅱ　土壌改良
　　2.5 万円 /10 ａを助成（再生後１回）
Ⅲ　営農定着
　　2.5 万円 /10 ａを助成（作付け初年目のみ）
　※「農業者戸別所得補償制度

※
」の戦略作物等

　　は対象外ですが、再生したほ場に、麦、大豆、
　　なたね、またはそばを作付けする場合は、「農
　　業者戸別所得補償制度

※
」から再生利用加算

　　の支援が受けられます。

事業内容
１　対象となる耕作放棄地
　　原則として農業振興地域内の農用地区域内
　にあって、再生作業に一定以上の労力と費用
　が必要な農地が対象となります。
　（農業者戸別所得補償制度

※
の戦略作物等を作付

　 けする場合などは、農用地区域外も支援の対
　 象となります。）

２　支援の対象者
　◆農業を営む個人や法人（農業生産法人、
　　農事組合法人、特定農業法人、特定法人、
　　NPO 法人など）
　◆農業者が組織する団体
　　（特定農業団体、農用地利用改善団体、集落
　　 営農組織、中山間地域等直接支払制度の協
　　 定集落、農地・水保全管理支払交付金の活
　　 動組織など）

再生前

再生後

ゴミの不法
投棄の心配

有害鳥獣
侵入の危険

戦略作物とは？
  麦、大豆、飼料作物、米粉用・飼料
  用米、WCS(ﾎｰﾙｸﾛｯﾌﾟｻｲﾚｰｼﾞ )用稲、
  そば、なたね、加工用米

！

■問い合わせ：南会津町農業再生協議会事務局
　　南会津町農林課　　　0241-62-6220
　　舘岩総合支所振興課　0241-78-3340
　　伊南総合支所振興課　0241-76-7716
　　南郷総合支所振興課　0241-72-2113

役 場 か ら の お 知 ら せ

「奥会津雪の舞」大好評です！
ごはんで農家元気プロジェクト事業

当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
町
内
産

の
一
等
米
ひ
と
め
ぼ
れ
を
「
奥

会
津
雪
の
舞
」
と
し
て
、
町
内
外
の
食

堂
や
米
屋
等
に
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
消
費
・

販
路
拡
大
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

広
報
み
な
み
あ
い
づ
２
０
１
３
年
１

月
号
で
紹
介
し
た
東
京
都
庁
職
員
食
堂

に
引
き
続
き
、
１
月
下
旬
か
ら
は
友
好

都
市
で
あ
る
台
東
区
の
区
役
所
内
職
員

食
堂
で
も
「
奥
会
津
雪
の
舞
」
を
使
用

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
ほ
か
、
職
員
食

堂
に
米
を
納
入
し
て
い
る
高こ
う
さ
か
こ
め
て
ん

坂
米
店

（
台
東
区
台
東
）
で
も
店
頭
販
売
し
て

い
た
だ
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

「
奥
会
津
雪
の
舞
」
は
、
大
き
な

日
除
け
の
れ
ん
の
あ
る
町
内

の
道
の
駅
や
会
津
田
島
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

プ
ラ
ザ
、
ま
ち
の
駅
の
ほ
か
、
の
ぼ
り

の
あ
る
商
店
等
で
も
お
買
い
求
め
い
た

だ
け
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
賞

味
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
奥
会
津
雪
の
舞
」
の
Ｐ
Ｒ

に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
飲
食
店
や
販
売

店
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■問い合わせ：ごはんで農家元気プロジェクト事務局
　　　　　　　南会津町農林課　　　0241-62-6220

　 台東区役所の職員食堂に「奥会津雪
　  の舞」を納入している高坂米店
　　　 台東区役所職員食堂。南会津の
　　　 米は大好評です。

１

２ ３

１

２

３

この“のれん”が目印

確認ください！最低賃金
福島県最低賃金改正のお知らせ

■問い合わせ：福島労働局賃金室
　　　　　　　　024-536-4604

・実際に支払われる賃金から次の賃金を除外したものが最低賃金の対象となります。
　①臨時に支払われる賃金（結婚手当など）
　②１か月を超える期間ごとに支払われている賃金（賞与など）
　③時間外・休日・深夜労働に対して支払われる賃金（時間外割増賃金など）
　④精皆勤手当、通勤手当および家族手当
・産業別最低賃金の一部に適用除外業種や業務があります。

最低賃金件名
最低賃金額（円）

効力発生年月日
１時間

福島県最低賃金
（下記の５産業を除く全産業） ６６４円 平成24年10月1日

産
業
別
最
低
賃
金

非鉄金属製造業 ７７８円 平成25年1月11日

電子部品・デバイス・電子回路、
電気機械器具、情報通信機械器具

製造業
７３０円 平成25年1月11日

輸送用機械器具製造業 ７６５円 平成25年1月11日

計量器・測定器・分析機器・試験
機・測量機械器具・理化学機械器
具、時計・同部品、眼鏡製造業

７６３円 平成25年1月11日

自動車小売業 ７６１円 平成24年12月28日

福
島
県
産
業
別
最
低
賃
金
（
５
業

種
）
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
最
低
賃
金
は
、
常
用
・
臨
時
・

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
名
称
に

か
か
わ
ら
ず
、
福
島
県
内
の
事
業
場
で

働
く
全
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま

す
。

！

※ 平成25年度より「農業者戸別所得補償制度」は「経営所得安定対策」に名称が変わります。
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新着本紹介

ふれあい懇談会

「ようこそ町長室へ」

■実施日と場所

　3月25日（月）

　　１０：００～１２：００　南郷総合支所

　3月25日（月）

　　１４：００～１６：００　舘岩総合支所

■申込み・問い合わせ

　（事前申し込みが必要です）

　午前実施分：南郷総合支所振興課 企画観光係

　　　℡ 0241-72-2900

　午後実施分：舘岩総合支所振興課 企画観光係

　　　℡ 0241-78-3330

【一般図書】
大人のおひとり分。　　　　　　岩崎　啓子　著
わくわく大相撲ガイド　　　日本相撲協会　監修
女子会川柳　　　　　シティリビング編集部　編
ちょうちんそで　　　　　　　　江国　香織　著
ａｂさんご　　　　　　　　　　黒田　夏子　著
いちばん長い夜に　　　　　　　乃南　アサ　著
高校入試　　　　　　　　　　　湊　かなえ　著
リカーシブル　　　　　　　　　米澤　穂信　著
散歩　　　　　　　　　　　　　小林　聡美　著
切に生きる　　　　　　　　　瀬戸内　寂聴　著

【児童図書】
学歴入門　　　　　　　　　　　橘木　俊詔　著
初恋♡にさよなら　　　　　　愛川　さくら　作
妖怪一家九十九さん　　　　　　富安　陽子　作
ねこのたからさがし　　　さえぐさ　ひろこ　作
あいうえおのせきがえ　　　　宮下　すずか　作
こんなことがあっタワー　　　　丸山　誠司　作
慣用句ショウ　　　　　　　中川　ひろたか　文
しーっ　　　　　　　　たしろ　ちさと　作・絵
お化けの冬ごもり　　　　　　川端　誠　作・絵
おれはワニだぜ　　　　　　渡辺　有一　文・絵

が休館日

開館時間

　10:00 ～ 18:00

４月の休館日

わくわくとしょかんワーク

《お楽しみ映画会》

　■日  時　３月１６日（土） 午前１１時～　

　■場  所　図書館内読み聞かせコーナー

　■対  象　幼児～小学生

　※申込みは不要です。

　　直接会場にお越しください。

３月の休館日 日 月 火 水 木 金 土

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30

南会津町図書館
℡ 0241-62-5522

３月３１日（日）は、御蔵入交流館の全
館電気設備工事のため、終日停電にな

ります。
　そのため、全館を臨時休館いたします。
　図書館も臨時休館いたしますのでご了承く
ださい。
　当日の本の返却については、返却ポストを
ご利用ください。（ＡＶ資料につきましては、
４月３日以降にカウンターにご返却くださ
い。）

役 場 か ら の お 知 ら せ

春休みにお得な鉄道旅行をどうぞ
会津・野岩鉄道利用助成制度のお知らせ

■問い合わせ：会津鉄道㈱
　　　　　　　0242-28-5885

　会津・野岩鉄道利用促進協議会では、多くの
皆さんに会津・野岩鉄道を利用していただくた
め、鉄道運賃の助成を行います。

１　春休みファミリー割引
　　春休み期間中に会津・野岩鉄道を利用する
　際の運賃の一部を助成します。

　●対象
　　小学生以下の子どもを含む家族で、「浅草往
　　復列車たびきっぷ」を利用する場合

　●利用期間
　　３月２３日（土）～４月７日（日）

　●助成額
　　大人１人につき、子ども１人分の運賃全額

　●助成人数
　　小学生の子ども 30 人

ふるさと納税ありがとうございます
ふるさと納税（応援寄附金）

■問い合わせ：総合政策課企画政策係
　　　　　　　　0241-62-6240

会
津
鉄
道
の
有
人
駅

西若松駅 平日 6:50~18:00
土日 6:50~16:00

芦ノ牧温泉駅
湯野上温泉駅 毎日 8:30~17:00

会津下郷駅 平日・土 8:30~17:00
日曜日休み

会津田島駅 毎日 5:00~22:50

会津高原
　尾瀬口駅 毎日 9:00~17:55

　●申込方法
　　利用日の前日までに会津鉄道の有人駅にお
　　いて、お申し込みください。
　●注意点
　　助成は１回限りです。「マイレール化推進事
　　業」や団体割引との併用はできません。
　　東武鉄道の特急料金、個室料金は除きます。

２　浅草往復列車たびきっぷ
　　会津鉄道の主要駅（西若松・芦ノ牧温泉・
　湯野上温泉・会津下郷・会津田島）から、会
　津鬼怒川線を経由し、東武鉄道の春日部・北
　千住・浅草方面のいずれかの駅までの往復割
　引きっぷです。

　●有効期限
　　４日間

　●お値段の一例
　　会津田島駅 ⇔ 浅草駅の往復

　　　大人 5,500 円　子ども 2,760 円
　　（通常大人 6,280 円　子ども 3,140 円）

　●発売個所
　　会津鉄道の西若松駅、芦ノ牧温泉駅、会津
　　下郷駅、会津田島駅でお買い求めください。

　●その他
　　このきっぷは期間限定ではありません。

２
月
28
日
現
在
、
45
名
の
方
か
ら
ふ

る
さ
と
納
税
（
応
援
寄
附
金
）
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
平
成
24
年
12
月
18
日
か
ら
平

成
25
年
２
月
28
日
の
間
に
ふ
る
さ
と
納
税

(

応
援
寄
附
金)

を
さ
れ
た
方
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

【
納
税
さ
れ
た
方
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
】　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
順
不
同

▼
旧
田
島
町
出
身
で
す
。

▼
ほ
ん
の
気
持
ち
ば
か
り
の
寄
附
で
す　

　

が
、
何
か
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

▼
毎
年
ス
キ
ー
で
訪
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

　

未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
役
立

　

て
て
く
だ
さ
い
。

▼
旧
南
郷
村
出
身
で
す
。

▼
毎
年
夏
に
帰
省
し
て
い
ま
す
が
、年
々
、

　

町
が
寂
れ
て
い
く
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

▼
頑
張
っ
て
、
地
元
を
盛
り
上
げ
て
い
っ

　

て
く
だ
さ
い
！

▼
南
郷
ス
キ
ー
場
の
維
持
と
伊
南
川
の
保

　

全
に
。

住　所 氏　名

東京都板橋区 菊地 淳　様

東京都板橋区 菊地マリ子　様

東京都板橋区 飯泉 和子　様

福島県白河市 鈴木 隆司　様

神奈川県横浜市 澤井 博司　様

匿名希望 　９件

計 １４件

ふるさと納税（応援寄附金）の詳しい内容は、ホームページに掲載しております。
【南会津町ふるさと納税ホームページ　http://minamiaizu.org/gyousei/cat10/000215.php】！

御蔵入交流館 臨時休館のお知らせ

　国勢調査をはじめとする統計調査におい
て、統計調査員として多年にわたり統計調査
業務に従事し、正確かつ円滑な調査の実施と
統計調査の普及啓発に貢献した功績が認めら
れ、南会津地方統計協会長より優良統計調査
員として渡部理恵さん（田島地域）、芳賀朝
美さん（舘岩地域）、星哲也さん（南郷地域）
の３人が表彰されました。
　おめでとうございます。

■南会津地方統計協会長表彰
　　渡部　理恵さん（中町）
　　芳賀　朝美さん（穴原）
　　星　　哲也さん（鴇巣）

南会津地方統計協会長表彰受賞について

＊　＊　＊　＊　＊　＊
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■
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・
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で
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■
活
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14
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時
30
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教
育
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学
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課

　

 

０
２
４
１
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６
２
）
５
５
１
１

℡ 問 今
年
に
な
っ
て
初
め
て
の
放
課
後
子
ど

も
教
室
。
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声

が
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
影
響
で
学
級
閉
鎖

が
相
次
ぎ
、
活
動
を
中
止
し
て
い
た

田
島
小
学
校
区
の
「
た
じ
ま
子
ど
も
ク
ラ

ブ
」。
今
回
は
下
塩
江
紙
風
船
打
ち
上
げ
隊

の
皆
さ
ん
に
よ
る
、
紙
風
船
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打
ち
上
げ

が
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り
ま
し
た
。
紙
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船
が
ふ
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い
く
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子
に
、
子
ど
も
た
ち
は
大
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まちの文芸

　「南会津の思い出」 
　　　　　　　東京都世田谷区　渡辺  文

ふみさと

学　

　私は、昨年 11 月、東京・港区のホテルで開か
れた「ふるさと南会津会」に初めて参加させて
頂きました。総会・懇親会では大宅宗吉町長は
じめ多くの町会議員の方々や町の要職を務めて
おられる方々ともお話する機会を得て、とても
有意義な１日でした。
　私の南会津での思い出は、60 数年前にさかの
ぼります。5 歳から小学校３年まで桧沢村で、母
と妹の 3 人で過ごしました。父は毎日新聞大阪
本社から昭和 16 年、モスクワ特派員として派遣
され、母子３人､ ５年間「疎開」した形となり
ました。祖父新 ( あらた ) は、当時村長を務めて
いました。
　５年間の会津暮らしの中での､ 最も楽しい想
い出は川遊びでしょうか。ガラス箱で川底を覗
きながら、ヤスでカジカを突きました。川はき
れいで、小魚が沢山いましたね。冬はゴム長靴
を履いてのスキーを楽しみました。
　祖父には､ 将棋を教えてもらいました。１年
生時代は勝ったり負けたりでしたが、２年生に
なったらほとんど負けませんでした。近所の高
橋富夫氏や青年団の方々ともいい勝負でした。
あのまま､ 将棋の世界に行っていれば、ひょっ
としてプロ棋士になっていたかもしれません

（笑）。
　３年生のときに敗戦となり､ 翌 21 年に父がソ

連から戻ってきました。今度は東京本社勤務で､
神奈川県鵠沼海岸に間借りし、最初の転校です。
２年後、今度は東京・世田谷区に小さな建て売
り住宅を見つけて２度目の転校でした。その後
中学・高校・大学、そして社会人になってからも、
ずっとこの世田谷の家で過ごしています。
　ところで、塩江の家を長年守ってくれていた
田鶴子叔母（父の妹）が３年前に他界しました。
従兄弟の多嘉也君も町営住宅に移り､ どうして
も月に一度は帰って､ 家や庭の手入れをしなく
てはならなくなり、夫妻で築 200 年の旧家をな
んとか維持しています。幸い､ ご近所の高橋国
治夫妻や湯田秀春町議、縁戚の野中建夫氏（静川）
などの温かいご協力を得て､ 厳冬期を除き､ 毎
月３泊４日くらいのペースで南会津暮らしを楽
しんでいます。
　駒止湿原、ひめさゆり、屏風岩など､ ずいぶ
ん目を楽しませていただき､ また､「きらら」や
下郷の「郷の湯」にも必ず行っております。
　ご近所から沢山頂く野菜や果物､ お酒も美味
しく「ふるさと南会津」の良さを､ 今後、多く
の方々に知らせていきたいと思っております。

渡辺 文学さん

（塩江出身）

このコーナーではふるさと南会津会の会員の皆さんなど

南会津出身の方に昔の思い出や故郷への思いなどを寄稿

いただいたものを紹介します

南会津
送るへ

風
船
に
さ
わ

り
暖
か
な
空

気
を
感
じ
る

な
ど
、
大
い

に
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

編集後記　▽おそらく、大河ドラマ「八重の桜」では描か
れない会津戊辰戦争の南会津の戦い。▽八重たちが若松城
で籠城戦をしていた頃、南会津はどう戦ったのか。▽企画
展が楽しみになる、ちょっと得する特集になったかな。（相）
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。



　江戸中期に南会津地方を中心
に、多くの民衆を病から救った医
僧として知られる龍水如活禅師。
　この詩

し げ
偈は、享

きょうほう
保４(1719)年に

京都宇治の黄
おうばくしゅう

檗宗総本山である萬
福寺において、高僧、円

えんつうどうじょう
通道成大

和尚より禅師が授与されたもの
で、これにより禅師が当本山の正
式な僧として認められたことを証
明する大変貴重な資料です。
　授与の経緯等について禅師が書
いた添書は、師の数少ない遺品で
す。
●区分＝歴史資料
●所有＝渡部正平氏（中荒井）

黄檗円通詩偈および
　　龍水如活禅師添書
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南
会
津
町
文
化
財
保
護
審
議
会
（
辺
見
輝
夫
会
長
）
は
こ
の
た
び
、史
跡
１
件
、

美
術
工
芸
品
３
件
、
歴
史
資
料
１
件
の
計
５
件
を
町
の
文
化
財
に
指
定
す
る
よ
う

答
申
し
ま
し
た
。
答
申
さ
れ
た
５
件
は
、
３
月
末
に
開
催
す
る
定
例
教
育
委
員
会

で
正
式
に
町
指
定
文
化
財
に
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
指
定
予
定
の
５
件
を
加
え
、
町
指
定
文
化
財
は
合
計
91
件
に
な
り
ま
す
。

　南郷地域和泉田地区の南側に位
置する戦国期の山城。新編会津風
土記によると、伊南郷河原田氏の
家臣五十嵐和

いずみのかみ
泉守の築城とされて

います。
　天

てんしょう
正17(1589)年には河原田氏と

伊達氏との壮絶な戦いの場となり
ました。
　主な遺構は、麓にある館跡と山
頂部の曲

く る わ
輪群からなり、土塁や空

堀も９つ存在しています。
　山頂からは、伊南川対岸に位置
する梁

やなどり
取城跡が望め、他の山城群

との情報伝達や中継基地として、
河原田氏の戦略上、非常に重要な
拠点であったことがわかります。
●区分＝史跡
●所有＝土地所有者37名

河原崎城跡

木造大日如来座像
　南郷地域片貝地区の不動寺（真
言宗豊山派）の本尊で、総高183
㎝、像高68㎝の寄

よせぎづくり
木造で、江戸中

期の作とされています。
　保存状態も良好で、両手は結

け っ か
跏

趺
ふ ざ

坐の上に置き法
ほっかいじょういん

界定印を結び、
眼はよく開いて正視し、白

びゃくごう
毫には

水晶が埋められています。
　全体的に落ち着いた、優しいつ
くりをした胎蔵界大日如来像で
す。
●区分＝美術工芸品
●所有＝不動寺（片貝）

　この絵馬は、文
ぶんせい

政11(1828)年、
伊南地域白沢地区に生まれ、幕末
の会津の画人遠藤香

こうそん
村に師事し

た地元絵師の渡部南
なんがく

嶽が、明治
23(1890)年に製作したものです。
　神

じんぐうこうごう
功皇后の三韓征伐と思われる

様子が描かれており、横160㎝縦
111㎝で、絵馬の大きさとしては
当地域随一のものです。
　筆の描写、絵の構成力、彩色な
ども絶妙で大変優れており、画風
全体的に調和のとれた力強い作品
です。
●区分＝美術工芸品
●所有＝不動寺（片貝）

奉額絵馬
　厨

ず し
子とは、仏像などを中に安置

する仏具の一種です。
　この厨子は、南郷地域の不動寺
が開山した寛

かんぽう
保３(1743)年に本堂

に納められたものです。
　厨子の左右の扉に彫られている
十三仏の彫刻は繊細で高度な技術
が施され、両扉に描かれている蓮
などの花の絵も、奥深い色彩で優
美さを漂わせています。
　内部の細工や意匠も繊細な工芸
技術が施されており、当地域にお
いてこのような美術性に優れた厨
子は大変珍しいものです。
●区分＝美術工芸品
●所有＝不動寺（片貝）

聖観音厨子

町
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定
文
化
財
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